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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、2つのEFハンドカルシウム結合モチーフを含むS100タンパク質ファミリーのメンバーです。S100タンパク質は、幅広い細胞の細胞質および／または核に局在し、細胞周期の進行や分化など、多くの細胞プロセスの制御に関与しています。S100遺伝子は少なくとも13のメンバーから構成され、染色体1q21上にクラスターとして存在します。このタンパク質は、運動性、浸潤、およびチューブリン重合に機能すると考えられます。染色体再編成およびこの遺伝子の発現変化は、腫瘍転移に関与していることが示唆されています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：ケラチノサイトの分化と角質化を促進する。,その他：S-100タンパク質と同様の親和性で、分子あたり2つのカルシウムイオンに結合する。,PTM：PRKCAによるThr-10のリン酸化は、ホモ二量体形成を著しく抑制し、核移行を誘導するNCL/ヌクレオリンとの会合を促進する。,類似性：S-100ファミリーに属する。,類似性：2つのEFハンドドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合。,
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	パラフィン包埋ヒト卵巣腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

